
地域貢献活動団体・区民・行政・企業を

つなぐ情報紙

江東区ボランティア・
地域貢献活動センター
〒135-0016 江東区東陽6-2-17
江東区高齢者総合福祉センター 2階

TEL 3645-4087
FAX 3699-6266

E-mail:kvac@koto-shakyo.or.jp
HP:https://koto-shakyo.or.jp/

コネクト江東

感じて
みよう

考えて
みよう

活動して
みよう

4/15（月）

13：30～17：00

・ボランティア・地域貢献活動センター
から江東区の紹介
・ボランティア体験談を通じて自分の住
む地域の良さ・課題などを学びます
・グループワークで江東区の課題を共
有します

4/22（月）

13：30～17：00

・江東区で活動する地域貢献活動
団体から事例を紹介してもらいます

・参加者自ら活動をイメージしてみます
・活動団体の方を交えグループワークを
行います

5月中（予定）
・コネクトに掲載のあるボランティア活動
や、事例紹介を行った団体の活動に
参加してみます
・活動後に報告会を実施します

ボランティア・アカデミー「地域への入口 コース」 受講生募集

場 所 江東区高齢者総合福祉センター
３階 研修室 他
（東陽6-2-17）

講 師 岡田哲郎氏
（東京学芸大学特任教員）、
登録ボランティア 他

対 象 区内在住・在勤で地域貢献活動
に興味のある方（20名）
応募多数の場合抽選

受講料

申込み 3/25（月）から社会福祉協議会
HPまたは電話（3645-4087）、
窓口にて受付（4/8まで）

ご紹介
します！

講座修了後は、継続的に活動でき
るよう、ステップアップの講座を
紹介します

500円



手話講習会（入門コース）

受講生募集

毎月1日発行の
「コネクト江東」の発送作業を
手伝ってくださるボランティア
さんを募集しています！
申込不要。当日参加OKです！

活 動
日 時

毎月 最終日(平日)
12月・3月を除く。3月は29日〈金〉。
9：30ごろから2時間くらいの作業（封入・折り等
簡単なもの）です

場 所 江東区高齢者総合福祉センター ２階活動室
（東陽6-2-17）

詳細はお問合せください 江東区ボランティア・地域貢献活動センター 3645-4087 ✉kvac@koto-shakyo.or.jp

発送ボランティア
募集

入門・基礎コースは、聴覚に障害のある方への理解とコミュニケーション
力を身に着けるコースです。

日 程 4月23日～令和7年3月11日
（火曜 全41回）
①昼コース 14：00～16：00
②夜コース 18：30～20：30
※開・閉講式は夜間

場 所 江東区高齢者総合福祉センター ３階 研修室
※開講式は総合区民センター（大島4-5-1）

対 象 区内在住・在勤・在学の18歳以上
（令和6年4月1日現在）の健聴者。
手話の学習未経験者で手話の習得に熱意
のある方。各コース50名（抽選）
※令和5年度の受講生は不可。
※ガイダンス（説明会）の受講が必要です。

受講料 無料
（テキスト代自己負担）

受講ガイダンス

まず
ガイダンスの申込を
してください！

日 程 4月2日（火）
①昼コース 14：00～
②夜コース 18：30～
※受講を希望するコースと同じ時間帯で
申し込んでください。

場 所 江東区高齢者総合福祉センター
３階 研修室
（東陽6-2-17）

申 込 江東区社会福祉協議会HP内の申込
フォーム、または電話でボランティア・地域
貢献活動センターへ
（3月19日19時締切）

ハンディキャブ新車紹介＆
運転ボランティア説明会報告

活動 報告

▲運転ボランティア 山本正和さん

◀ 説明会に参加のみな
さん。ボランティアの
山本さんのお話しを
真剣に聞いていました。

▲リフト操作を体験して
いただきました。

2月16日（金）
運転ボランティアの説明会を行いました。
参加した6名の方に、職員から活動の
流れを一通り説明後、運転ボランティア
として活動中の山本さんからお話しして
いただきました。また、実際のリフトの操
作も体験してもらいました。
説明会後、新しい運転ボランティアさん
が４名誕生しました！！今後の活躍
が期待されます！

◀▲日産セレナ

皆様のご寄付によ
る赤い羽根共同
募金によって、ハン
ディキャブの新車
（日産セレナ）を
購入することがで
きました。

車いすのまま乗車できるリフトが付いて
います。



3 かめさん
(扇橋3-7-2)

・高齢の聴覚障害者への交流の場での
お茶出し、話し相手等
・手話ができる方もできない方も歓迎
・ヘルパー資格のある方も歓迎

9：00～
15：00
（応相談）

2名 × ×

4

放課後等
デイサービス
大夢

（辰巳1-2-9-102）

・障がいのある子どもの見守り
・一緒に遊んでもらうことがメインとなります
・時間によって学校までの送迎をお願いすることがあります

月～金曜日
13：00～
18：00
何時間でも可

複数名 応相談 ×

5
江東区障害者
福祉センター
（扇橋3-7-2）

障害者のPC、スマホ操作についてのお手伝い

毎月第1・3木曜日
（祝日の場合は別
日程調整）
9：30～
11：30

1~2名

PC、スマホ等
が

好きな方

× ×

8
砂町

よっちゃん家
（東砂7-9-13）

・高齢者専用ランチスタッフ
料理・配膳

毎月
第2・４金曜日
10：30～
13：30

３名 × ×

9

BuｍB
東京スポーツ
文化館

（夢の島2-1-3）

当館入り口前の花壇の手入れ
雑草取り、花の植え替え等
（各人の思い通りの花壇作りができます）
作業後はスポーツサウナ無料券提供

月に1回～3回程度
（活動日・
作業時間等は
自由）

2～4名
〇
1日
500円

〇
昼を過ぎた時
に用意

10
江東区

国際友好連絡会

「国際交流のつどい」における事務局業務
サポート、受付、撤収手伝いなど

イベント会場：
江東区総合区民センター(大島4-5-1)

3月17日(日)
10：00～
17：00

3名
20～60代
できれば
江東区
在住の方

〇
1,000円

〇
お弁当

6
特別養護老人ホー

ムあそか園
（住吉1-9-5）

・リハビリを行う利用者様の送迎
（リハビリスペース↔フロア）
・リハビリ機器の消毒
・リハビリ参加者とのお話や見守り

毎週月・木曜日
月 9：00～

11:00
14:00～

16:00
木 14:00～

16:00

1名

健康な方
活動中は
マスク着用

× ×

7
心音（みおん）

ミニデイ
（亀戸7-41-16)

・お茶出し、お話相手、レクリエーション手伝い
・特に音楽好きな方大歓迎
・会場準備(テーブル運搬等)
・会場：青少年交流プラザ

毎週金曜
9：30～
15：00

2～3名
〇
500円

～800円

〇
給食あり

本紙掲載のボランティア活動を希望される方
〇ボランティア登録がお済みの方 …お電話ください！ ☎3645-4087
（ご希望のボランティアと活動日をお知らせください）
〇ボランティア登録されていない方…ボランティア登録をお勧めしています！
身分証明書（免許証や保険証など住所のわかるもの）を持参で窓口まで
お越しください。

1
東陽子ども

家庭支援センター
（東陽3-1-2）

・講座保育
（保護者が講座に参加している間、子ども
〈生後6か月～2歳前後〉を保育する）
3/5(火)、3/12(火)、3/18(月)

3/5(火)・12(火)
10:10～12:00

3/18(月)
9:50～12:00

3～5名/日
体力があり、乳
幼児の抱っこが
可能な方

× ×

ボランティア募集

2
YMCAキャナルコート

保育園
（東雲1-9-14-104）

・保育補助
・子どもと一緒に遊ぶ
・片づけなどの雑務

月～金曜日
9：30～
16：30

5名/日 ×

〇
給食あり

（300円・
各自負担）



年度末のお知らせ

NPO法人紹介

災害ボランティア
養成講座

受入施設
担当者連絡会

活動 報告 活動 報告

3/26（火）～3/30（土）

年度末事務処理と整備の為、以下の期間の
ボランティア個人登録、ハンディキャブの貸出しは休止いたします。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。

たんぽぽクラブは開所して今年で21年。長い歴史をもち、地域の
皆さんから愛され続けてきました。
放課後や学校休日に、クラブでは障がいを持ったこどもたちのため、
スタッフが一つひとつ丁寧に体験活動を楽しく教えてくれます。
体験活動では、プールやダンス・ヨガ、おやつ作り、そしてスタッフと
一緒にお出かけなどをしています。時には、遠足やクリスマス会などの
行事を行い、しあわせなひと時を過ごすことも。
大地にしっかり根を張り、空に向かって花咲く逞しいたんぽぽのよう
に、明るくしあわせに過ごすこどもたちの大切な時間。
地域の方々から愛され、支えられてきたこのたんぽぽクラブに、ぜひ
一度足を運んでみてはいかがですか。

〒135-0014 東京都江東区石島5-7 深川ビル1F
03-5690-4300 http://tanpopo-koto.com

特定非営利活動法人 障がい児者ライフサポート たんぽぽの会

放課後等デイサービス たんぽぽクラブ

「障がいを持ったこどもたちのもう一つの時間」

2月9日（金）にボランティア受入施設担当者連絡会を
開催しました。
ボランティア申込方法、ボランティア募集の周知など説明し
た後、事例報告として有明子ども家庭支援センター（有明
みずべ）の川北センター長から、みずべとボランティアのかか
わり、ボランティアを受け入れる
にあたり注意点・関連機関との
連携の重要性などお話いただ
きました。
参加された方々もペンを走ら
せていました。

ボランティア

2月2日(金)に｢子育て家族の防災講座｣を開催しました。
当日は見守りボランティアによる｢お子さまお預かりスペース｣
を設置。地震を想定して自宅周辺の安全性の確認や安全
な部屋作り、子育て家庭ならではの備蓄品など具体的な防
災対策を学びました。
子育て中のお母さまお父さまたちも、安心して講習にご参
加いただきました。

盛況だった会場の様子▲

▲別室での託児の様子

▲有明子ども家庭支援センター
の川北センター長

講師の上沢聡子氏▶


